
アカマツ林土壌における糸状菌の分布に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※※
　　　　　　第3報　有機物層における分布
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Stud1es　on　the　D1str1but1on　of　M1cro－fung11n　Pme　Forest　S011

　　　　　　　2D1strlbut1on1n　Organ1c　Hor1zon

　　　　　　　　ま　え　が　き

　アカマツ林の有機物層を落葉の分解程度によってL，

F，Hに層分けし，希釈平板法によって糸状菌を分離し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1〕
た結果，種類構成・数量にちがいのみられること，およ

び現われる種類が土壌断面における垂直分布のしかたか
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
ら4つの垂直分布型に分類されることはすでに報告し

た．

　これまで希釈平板法によって分離される糸状菌の森林

土壊における分布上の特徴について明らかにされた事実

は乏しく，そのうちでも多くの研究者の間でほぼ一致し

た結果を示しているのはP伽｛6棚舳，Tr励o此閉αが
　　（3－8）　　　　　　　　（4〕（5）（7×9）　　　　　（3）（5）（6）（9）

優占的でA∫μrg〃伽，ル5αブ｛舳が少ないということ

だけである．そこで希釈平板法で見出される種類につい

てその分布の特徴を明らかにするため，本報告ではいく

つかのアカマソ林での測定結果から有機物層の糸状菌群

落について　般的な考察を行ない，さらに垂直分布型の

※　育林学研究室

※※　Contributions　fmm　JIBP－PT　No．15

TABLE－1．

うち有機物層で優占的なI型・■型に属する種類の位置

■ずけを検討する．

　　　　　　　　試料採取地

　試料採取地，採取月日，有機物層の状態は第‘1表のと

おりである．下層檀生はp1ot7を除きいずれもアカマ

ツ林でよくみられる乾性植物が多く，p1ot1～6はゴキ

ダケ，P1ot8～9はチュウゴクザサが混生している．ア

カマツ林では下層植生が多く，有機物層の形成にはその

影響が大きいと思われるので，p1ot7はそれを除くため

にヒノキ・コウヤマキ林申に群状に残存するアカマツだ

けからなる場所を選んだ．その有機物層はほとんどアカ

マツの落葉で周辺のヒノキ，コウヤマキの落葉が多少混

pていた・

　　　　試料採取および糸状菌分離方法

　　　　　　（2）
　方法は第1報と同じである．P1ot1～5は試料採取後■

直ちに分離を行なったが，p10t6～9は遠隔地のため試・

Samp1mg　s1tes

Forest Dateof Dep亡hof Watercontent（％）
P1ot　No． Loca1ity

samp1ing Aohoriz㎝（㎝）age L F H

1 島根県松江市，Shimane　Pref． 50
　　　　！11－13’65　　　5，011－22邊　5．5

70 72 67

2 同　　上，　do． 50 75 74 72
」

3 同　　上，　do． 60 11－29’65　　　7．5 64 76 75
I

4 同　上，　do． 60 12－4’65■　　4．5 67 75 73
1

5 同　上，　do． 50 12－21’65i　55I　　58 54，75 79 74

6 松江市三坂山，　do． 40 6ア12’67 46 69 67

7 滋賀県蒲生郡日野町，Shiga　Pref． Natura1 11－19’66 6．9 40，60 72 68

8 広島県芦品郡協和村，1Hiroshima　Pr6f． 60 8－21’66 2．2 23 40 53

9 同　　上，　do．‘ 60 8－21’66　　　1 2．7 47 63 61
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（×103）
TABLE 2. Number of micro-fungus colonies isolated 

in several pine forests. 
from Ao horizon 
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TABLE2．一（Continued）

・…1・・

0θ助αZo功oブz舳∫妙．

（；三1｛06Zα∂｛α〃z　ブ03θ〃〃z

　　　　　　2

　　　　　　4
GZ｛06Zα”z〃z功．

　　　　　　3

　　　　　　6
γθr地棚〃伽功．W－Aα

　　　　　　6

　　　　　　7　　　　0

8枇〃｛α功．／

8枇αブ｛α 功．

8枇α・｛α功．6

　　　　　　6

Mgγ0功0rα功ク．

　　　　　　4

　　　　　　5　　　　0

H舳κoZα5妙

　　　　　　3
CんαZα閉功。

　　　　　　9　1

肋Z刎加肋0功0r｛㈱功．

　　　　　　1
助o〃6ツZoo1α肋刎功．

2
Az妙フz〃zα3妙

んr05妙伽Z刎功．
　　　　l　　　　　　　1
　　　　　　7
ムθμ0g・ψ〃舳功

　　　　　　6

Fz伽r加〃班

　　　　　　6

Bω脇0刎μ脇
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L2
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4
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F

0
22

22

0

　7
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25

0　　　／0
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0
9
13

0　　　　0

4　　　15

3　　　0
not1dent1f1ed（sp　5）
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H

5
0

6
0

27
／
1

／8

25

0
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6

23

14

0　　　　9
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料採取後1～2日に分離した．希釈度は亨壬2，ooo～

％8，Oooとした．

　　　　　　　　結果および考察

　分離結果は第2表に示した．ここでは本論文の考察を

容易にするため従来よく行なわれているようなフロラの

表の形式をとらず，種類別に各p1otでの数量をまとめ

て表わした．分離されたすべての種類を掲げたが各p1ot

について総菌数と全種類の菌数の差はプレート上で他の

菌に被圧されて同定できなかったコロニーの数である．

　p1ot1・2の測定時にはCθ助αZo功oブづ舳功．W1の

特徴が明らかでなかったので識別せずHya1me　ster11e

myce11umに一括して含めた．後に一部の培養菌種から

同定して多数存在したことは明らかである．Mo〃舳ZZα

功．片助鮒｛α功．1，所属不明種sp．5がH層から少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
数分離されたがこれらは垂直分布型の皿，1V型に属する

ものなので有機物層に関する本報告では一切考察を加え

なかった．

　1．糸状菌数

　総菌数は第2表にみられるようにp1ot2を除いてL

層に少なく，F層あるいはH層で最大値を示した．L層

を新しい落葉（L1層）と旧い落葉（L2層）に分けると

L1くL2で，希釈平板法によって表わされる菌数はある

程度分解の進んだ層に多い．P1ot2のようにF層よりL

層の方が菌数が多い場合あるいはF層で最大値を示した

りH層で最大値を示すのは希釈平板法による数量の変動

が大きいこと，あるいはL，F，Hの層分けが非常に主

観的で場所，時によりかならずしも一致しないこと，およ

び一つの層でも種々の分解過程にある基質が入混ってい

るためと考えられる．したがって同じ層でも場所によっ

て菌数の差は大きくL層で23～265万，F層で86～266万，

H層で89～462万の値を示した．アカマツ林の有機物層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
（F～H層）の糸状菌数についてはこれまで申山（28～194
　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　（5削
×／04／9），大政・河田・河田（29～242×104／9），安藤（17～

89×104／9）の報告があるが，いずれも場所による変動が

大きいうえに希釈平板法でも分離操作，プレート上のコ

ロニーの算へ方などが研究者によって違うためかなりの

巾が認められる．有機物層を層分けして希釈平板法によ
　　　　　　　　　　　　　（川
って糸状菌を分離した例は斉藤のブナ林で行なった報告

があるに過ぎない．それによるとF層を細分した場合そ

の分解程度によって菌数の増減がみられるが，一般的に

は本報告の結果と同じくLくFくHと下層ほど多いよう

である．

　2　各種の出現頻度と最夫値

　分離されたすべての種類について全試料申の出現頻度
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TABLE 5. 

Fungi 

Absidia sp. 1 

Rhizopus sp. 

Mucor ramannianus 

Mueor spp. 

Mortierella sp. P. 

Mortierella spp. 

Cunninghamella spp. 

Chaetomium sp. 

S phaeropsidales 

~~1~~;, 

Frequency of rsolation and maximum 
in Ao honzon of pme forests 

Cephalosporium sp. W 1 

Cephalosporium spp. 

Trichoderma viride 

Penicillium spp. 

Gliocladium roseum 

Gliocledium sp. 

Verticillium sp. W-Ac. 

Acrostalagmus spp. 

Spicaria sp. 1 

Spicaria sp. 2 

Spica/~ia sp. 5 

Spicaria sp. 6 

Papularia spp. 

Pullularia pullulans 

Nigrospora spp. 

Humicola spp. 

Cledosporium spp. 

Chalara sp. 

Bisporomyces sp. 

Helminthosporium sp. 

Spondylocladium sp. 

Alternaria spp. 

Acr~:staphylus sp.. 

Leptographium sp. 

Fusarium sp. 

Pestalotia spp 

Basldiomycetes 

not rdentifled(sp. 5) 

Hyaline sterile mycelium 

Dark sterile mycelium 

~~Numbers of samples are 

number of 

Frequency of isolation ~~ 

Total L 1 

4
 
1
 

27 1 15 

4
 

12 

5
 

15 2 28 

6
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1
 1
1
 

2
 
9
 
5
 
1
 

15 1 
4 1 2
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9
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と試料19（絶乾）当りの最大菌数をまとめたのが第3

表である．出現頻度とその種の示す最大値とにはほほ平

行した関係がみられ，出現率の大きな種ほど最大菌数も

多い．ただB妙oro仰oθ5功．は1試料申の菌数は少な

いが出現頻度は高い．逆にGlz06Zα肋刎砂と助伽rτα

功5は出現頻度は低いが時に多数分離される．恐らく

これらの種は特定の因子と結びつきが強いものと思われ

るがここの結果だけでは明らかでない。出現頻度の高い

種（常在種ともいうべき種）をみるといずれも森林土壌

に普遍的に分布している種類で，”㏄oブrα伽〃〃伽郷，

肋〃づo棚舳∫妙．，升励oゐ閉αη分肋はこれまで多く
　　　　　（3）（4）（5）（6〕（7）（8）（11）

の研究者により確認されている．Cψ乃α1o砂〃加刎班

W／，B幼oザo榊6θ5班は希釈平板法によってほとんど

とりあげられていないが筆者の各種森林の調査結果（未

TABLE4． Dommant　fung1m　Ao　hor1zon　of　seYera1pme　forests

p1ot

2

4

5

6

7

8

9

L工1ayer L21ayer

Sphaerops1da1es

Dark　steri1e

myce11um
肋μ1α〃α功久

Sphaerops1da1es

Hya1me　ster11e

myce1ium
Dark　sterl1e

myce11um

P舳｛6〃加刎∫妙．

1レZ〃ooブ　ブα〃zαη1〃α〃〃∫

71rづ6んo6θr〃zα　η｛ブ｛6θ

Hya1me　ster11e

myce1ium

Dark　steri1e

myce1ium
7「グ｛6ん0∂θブ〃Zα　η2r66θ

P伽｛6棚舳∫妙．

Dark　steri1e

myce11um
Sphaerops1da1es

Sphaeropsld．a1es

Dark　steri1e

myce1ium

コ「r｛6んo∂θr〃2α　「び｛r｛∂θ

肋μzαr加功久

Sphaerops1da1es

Pθ加6〃加刎∫妙．

Sphaerops1d－a1es

Pθ吻10伽5妙．

Hya1me　ster11e

myce1ium

F1ayer

肋加6〃加刎∫妙．

7－r｛0ん068ヅクηα　η｛r｛6θ

Hya1ine　steri1e

myce11um

7「r｛6ん0∂θr1ηα　η｛r｛∂θ

7「ブ｛6ん0∂2ブ7ηα　η｛γづ∂3

肋扮舳舳5妙．

C功んα1o功or加刎功．W1

Pθ〃舳舳∫妙．

Cψ加Zo功or伽刎功　W1

77r｛0ん0∂3r〃Zα　η｛ブ｛∂θ

肋〃〃〃加刎功久

Pθ〃｛6棚〃刎功久

Cθ助αZωクor｛舳功．W1

8批αr加功．2

舳・伽舳舳1舳・扮伽1舳
C伽Zo納岬Wl1
7「r｛61±06θブ〃zα　ηづブゴ∂θ

！甘zκor　ブα刎αη〃｛α〃〃5

7「r｛6ん0∂θr〃Zα　η｛r｛∂θ

H1ayer

P舳〃1伽仰∫妙．

ハ4一〃60r　rα〃2αη〃｛α〃〃∫

Pθ〃o〃〃刎功ψ．

一M〃o〃rα刎α舳｛α〃郷

C功んα1o功or〃刎∫久π71

P舳｛6舳舳∫妙．

7－r｛6ん0∂θブ〃Zα　η｛ブZ∂θ

肋加6〃加刎∫妙．

Cψ肋1o功α一伽刎功．W71

1〃〃oor　ブα〃zα〃η｛α〃〃∫

肋加o〃伽伽5妙．

CψんαZo功oブ加伽功．W71

地〃｛6〃加刎功久

丁ブ北1－o6ぴ刎αη加ゐ

8伽αr｛α∫久2

Cψんα1o功or加刎∫久W71

MOr地rθ〃α吻．

TrZ0ん06θr〃2α　ηZ7τ6θ

CψαZ・功or｛舳功．Wl
Tブたん0∂κ刎αηづr〃θ
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発表）では普遍的に分布している．出現頻度と最大値に

ついてみるとアカマソ林の有機物層の糸状菌群落には希

釈平板法によるかぎりでは標徴種といったものはみられ

ず，糸状菌の分布は普遍的であるといえよう．希釈平板

法のように簡単な組成の培養基を用いる方法では有機物

源に対して比較的選択性のない種類が多く分離されるの

は当然であろう．

　試料19当りの菌数の少ない種類の出現頻度が低いの

はその分布が限られているとみるべきではなく，菌数が

少ない故に希釈平板法のように少量の試料を高度に希釈

する方法では分離されるチャンスが少ないためであろ

う．このような種類はある場所で多数に分離されないか

ぎりその分布の特徴はつかめないと思われる．

　次に層位別にみると，出現頻度の最も高いC砂んαZo一

功oグ｛舳ψ．W／，Mzκorrα舳舳｛α舳∫，Pθη｛o棚z〃η

5妙，Tグ｛cんoゐ閉α〃肋はL1層を除き普遍的に分布

し，出現頻度に関しては層による差は認められない．こ

れらより出現頻度の低い種はそれぞれ層によって違いが
　　　　　　　（2）
認められ，第1報で設けた垂直分布型の分類によくあて

はまる．即ちI型に属するMμ60r∫妙，肋Z〃〃イαμ1－

Z〃1伽，肋〃α・1α吻．，αα4・・ρo・1舳吻．，Pθ吻1o加

5〃，Sphaerops1dalesがL層で出現頻度が高くF，H層

ほど低くなり．］I型に属するんグo吻Zαg1舳5∫助．がF層

で，ルー5肋α功．1，C舳η加ψα肋Z1α∫〃．，lMo〃㈹ZZα

5〃，B幼oro〃仰∫ψがH層で最も出現頻度が高い．

　ろ．優占種

　総菌数の10％以上を占める種を優占種とみなしてまと

めたのが第4表である．

　一般に希釈平板法で出現頻度が高く，森林土壌で普遍

的に分布するとされている種類がほとんどで一部のL層
　　　　　　　　　　　（2）
において垂直分布型のI型に属するものが優占種として

現われるに過ぎず，優占種に限ってみるとこれまでの研

究＾と伺じ傾向を示し場所，層位の違いによる差はそれほ

ど顕著ではない．ただアカマツの針葉のみからなるp10t

7にTブ舳oゐ閉α，地肋棚舳が優占種として現われ

ず，他では少数しか分離されない種類が優占種となるこ

とは広葉樹が混らないアカマツ林の有機物層では糸状菌

群落が普通のアカマツ林の場合と異なるといえるかもし

れない．

　4　垂直分布型

　以上述べてきたようにアカマツ林の有機物層の糸状菌

群落を全般的にみると，希釈平板法によって最も頻繁か

つ多量に分離されるいくつかの種類が普遍的に分布して

いるとしかいえず，種々の森林におけるこれまでの調査

と比較してもほぼ同じ傾向を示している．

　ところが1つのアカマツ林でも有機物層をその分解程

度の違うL，F，H層にわけてそれぞれの種類の消長を

みると希釈平板法によってもかなりの違いが認められ
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

る．その違いを明らかにするために第1報では分離され

た種を一土壊断面における数量の変化に基いて4つの型

に分類し垂直分布型（Pattems　of　Vertica1Distribu－

tion）と名ずけ，有機物層で優占的な種類について，L

層で最大値を示し下層へいくほど減少する種をI型，L

層に少なくF～H層で最大値を示し以下深さが増すと減

少する種を1皿型と2つに分類した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　第／報で取扱った種類のほか（第1報の第4表参照），

本報告の調査結果からいくつかの種が加えられる．De－

mat1aceaeに属する肋ZZz4Zα舳μ”〃Z伽∫，HθZ伽肋んo－

3クor｛舳功一，助oηみZ06Zα”舳功．，AZ妙舳r｛α5妙。，L6一

卿gブα助三Z舳5抄　および胞子を形成しないので所属は

明らかでないが恐らくSphaerops1da1esと　Demat1a

ceaeに属するものと思われる暗色の菌糸（Dark　steri1e

myce1ium）をもつ種類がI型に属する．肋ZZ14Zαヅ｛αμ一
　　　　　　　　　　　　　　　（ユ2）
ZZαZ伽はSMIT　and　WIERINGAによって種々の樹木

の落下直前の葉から多数分離されペクチノ分解力が強く

落下後分解が進むと他の菌にとって代られることが報告
　　　　　　　（1ユ）
されている．斉藤もブナ林でL層だけから分離されたと

報告している．助0ηみ100Zα肋〃z功．，工ψオ0gγψ”舳

吻．はそれぞれ1度分離されているだけであるが筆者

のこれ以外の調査（未発表）でI型に含めるのが正しい

と思われる．批Zηz”ん0功0ブ三z〃η5ク．，AZ肋”加α3”・

も種々の植物に対して弱い病原性をもつことが知られ，

I型に属する種類は落下前の葉に関係の深いものが多い

と思われ，落下後の落葉の分解にどの程度関与している

かは今後検討されるべきであろう．この他Moni1iaceae

に属するG1｛03Zα∂伽刎班，Cθ幼αZo功or〃刎功久が一

部で分離されI型の傾向を示すが確定するにはさらに資

料を集める必要がある．

　1皿型に属するものとしてはMon111aceaeの助καブω

功2，8功5，y6肋α〃伽伽功W一ん，Demat1aceae

のCんαZα〃功．が加えられる．いずれもここの資料だ

けでは不確かであるが他の森林の調査結果も考慮すると

間違いないように思われる　Demat1aceaeの多くがI

型に属するのにendOComd1aを作る分類学上近縁のB卜

功0ブo伽μ∫功．とCみαZαブα5ク．がn型に属するのは興

味ある事実である．この他本報告の調査ではR脇0μ∫

功．，8批αブ加功．6，GZ｛・・Zo肋刎…α伽，肋〃・oZα

3妙．，んr03妙伽1狐功。，ル∫〃｛舳班が分離されてい

るがいずれも資料に乏しく確かな分類はできない．



TABLE5． Pattems　of　Yert1ca1d1str1but1on　of　m1cro－fung1m　Ao　hor1zon　of　pme　forest

TYPE　I

TYPE　L－F TYPE　F

TYPE　II

TYPE　L TYPE　F＿H

PHYCOMYCETES
1胚〃60r　ブαク〃α〃〃｛o＝〃〃5

TYPE且

PHYCOMYCETES
〃κ0〔妙．

ASCOMYCETES
Cんα肋刎三〃η班

BASIDIOMYCETES

FUNGI　IMPERFECTI

SPHAEROPSIDALES

（批瀞1e）

DEMATIACEAE
1つ1〃〃〃αブわク〃〃〃伽5

CZα6o功or〃伽功ク．

Hθ1刎1枕ん0功0r｛舳功．

〃た閉α〃α∫〃．

助0〃ツ100Zα伽刎ψ．

FUNGI　IMPERFECTI

MELANCONIALES
Pθ吻Zo伽∫妙．

DEMATIACEAE
Pαμzαバα5妙．

M9γ0功0ブα吻．

Lθμ0gγα助〃舳功

FUNGI　IMPERFECTI

MONILIACEAE
コ「r｛Cん0∂θr〃Zα　η三ヅ｛63

んr0吻Zαg舳∫5妙

DEMATIACEAE
CんαZ〃αψ．

FUNGI　IMPERFECTI

MONILIACEAE
CψんαZoψoγ〃伽功．W　l

Pθ〃6〃加刎5抄．

晦此棚舳功．W一ん．

8批αブ｛α功2

8批αブ｛α功．5

DEMATIACEAE
B妙0r0刎μ∫功．

PHYCOMYCETES
Aろ∫〃｛α功．1

C〃ηη加9んα刎θ〃α功ク．

Mor広｛肌ZZα∫抄．

血
＃

買

＼
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く
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か
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　このような垂直分布型が洗浄法による結果とよく一致
　　　　　　　　　　（2）
することはすでに第1報で検討した．希釈平板法を用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω
てブナ林の有機物層を6層に区分して調べた斉藤の結果

によると，乃〃｛6棚舳はL層とF層の上部に，地∫肋α

gIZωoαはF層下部，Tr励oゐ閉αα1ろ舳がH層にそれ

ぞれ優占的で”㏄oブブ舳伽加α〃パ，Tブ励o此閉α沽

”θが全層に均一に分布している　これらの種は筆者
　　　　　　　　　　　　　　　（。1
の垂直分布型ではすべて1皿型に属し一致しない点が多い

カミハ4〃60r∫クク。，1？んo〃zα5カ．，Pαク〃1αr6α5ク．，　P〃〃〃Zα〃α

μZ〃舳，αα6・功・ブ｛1伽ん励α閉刎，〃㈹α・づα功．

がL層あるいはF層上部に多いことは本報告のI型の種
　　　　　　　　　　　　　　　　（工割
類の傾向とよく一致する．KENDRICKはPε舳∫ツZ昨

5炉三∫の有機物層における糸状菌の遷移は希釈平板法で

は明らかでなかったと報告している．

　この2型に属する種類を有機物層だけについてみると

さらにI型でもより表層に優勢なものと下層に優勢なも

の，■型でもF層に優勢なものとH層に優勢なものとに

分けられるように思われる．しかし違続的に変化するも

のをいくつかの型に細分してしまうのは現実的でなくか

なり作為的になる恐れもあるが，有機物層における糸状

菌の分布をより明瞭にするため，L，L～F，F，F～H，

H層に優勢な種に5区分した．各層における数量の変化

（第2表）および出現頻度（第3表）を考慮して分類し

たのが第5表である．出現頻度が少なく数量も少ない種

類は他樹種の森林の調査結果（未発表）も参考にして配

置したがこれらの種類については今後さらに検討する必

要があろう．

　I型のうち上層で優勢な種類（L型）はL層をL1層

とL2層に分けた場合L1層に菌数が多くF層以下では出

現頻度および数が非常に少なくなるという特徴を示し，

下層で優勢な種（L～F型）はL1層よりもL2層で数が

多くL型よもF層以下でみられる頻度も数も多い．この

2型の違いは腐生能力　（saprophyt1c　ab111ty）の違いと

考えられよう．即ちL～F型はL型に比べより分解の進

んだ有機物を利用できるかあるいはそこに生存できるも

　TEBLE6　D1str1but1on　of　Sphaerops1da1es

　　　　　in　Ao　horizon．（×103）

・・・・・…i・・1・・・…

　　　sp．・1

5　　sp．2
　　　・p・二4

　　　sp・

7　　sp．

　　　sp・

46

42

7
72

24

24

0
0

60

144

　9

　0

0
0
7

のであろう．事実鉱質土壊からはL型のものよりL～F

型に属するM〃60ブ，PαμZαブゼα，Pθ吻Zo伽がはるかに

多く分離される．またSphaerops1da1esはこれに属す

る種をすべて含めて考えてきたが，このうちでも種によ

ってはL～F型のものも認められる，その一例として

p1ot5，7における結果を示すと第6表のようである．

プレート上で分離されたすべてのコロニーを種の段階ま

で同定するのは容易でなく多くは属単位でまとめて考察

を行なっているが，この例からも種による検討の必要な

ことは明らかでそうすればさらに多くの＝賢重な事実が得

られるであろう．

　皿1型では出現頻度，数量ともF層あるいはH層にかた

よりのみられるものをそれぞれF型あるいはH型とし，

そのどちらに層するともいえないかなり変動のあるもの

をF～H型とした．1皿型のこのような違いがどのような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
因子に基くものか推測しがたいが，第2報で報告したよ

うに1皿型に属する種のうち根の影響をうけやすい地∫ポ

伽功．1，Mo〃舳〃α3妙がH型に，根の影響がそれ

ほど著しくないTブ〃0ゐ閉α扮｛ゐ，〃〃60ザヅα刎απ一

η｛α舳5，Pθη｛6舳舳∫〃．がF型ないしはF～H型に属

していること，および非常に好気的な　Tr励0ゐ閉α
　　（均

”肋が明らかにH層よりF層に優勢でF型に属する

ことなどから有機物層のF，H層に棲息する糸状菌の生

態的な区分として意味があるように思われる．

　このような有機物層における糸状菌の重直分布は落葉

の分解過程における糸状菌の遷移をある程度表わしてい

るといえるであろう．もっとも希釈平板法によって分離

される糸状菌は有機物の分解に与る微生物のごく一部

であり，またこの方法が主として胞子態のものを取出し

ているので，ここに現われる種類だけでアカマツ林の落

葉の分解における糸状菌の遷移を論じることは無理であ

ろう．ただ落葉則の葉にも存在することが知られている

種類の多いI型のものがL層に多いということはその落

葉の分解がまだあまり進んでいないことを示し，また斉
（16－19）

藤によって示されたようにm1cro－fmg1が主として担

子菌類によって生成された水溶性物質を利用するものと

すると，1皿型の種類が多くみられるということは有機物

の分解にともなう水溶性物質の消長を示していると考え

られる．

　　　　　　　　ま　　と　　め

　これまで希釈平板法を使って土壌申から微生物を分離

し，その量，種類を調べ，土壌申におけるこれらの微生

物の働きを解明しようと多くの研究が行なわれてきた．

その結果，量的にみると土壌申の微生物の分布が非常に
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不均一で再現性のある結果をうることが困難であること
　　　　　　㈱
が明らかとなり，質的にみると少なくとも属に関するか

ぎりはあらゆる土壌で微生物群が非常に均一性を保って
　仰1
いるという考えが強くなった．このような事実がこの方

法のもつ他の多くの欠点とあいまって希釈平板法の価値
　　　　　　㈱）
がほとんどないとまでいわれるようになったものと思わ

れる．

　森林土壌の糸状菌に関する研究はまだ少ないが，それ

でも希釈平板法によるかぎりではこれといった成果は少

なく，特に多くの研究者の間で一致する事実に乏しく再

現性のない結果が多い．本報告の対象である種類の分布

についても同様であった．これは恐らく希釈平板法で分

離される糸状菌の分布を最も大きく左右する因子が明ら

かにされなかったため，試験の対象とする因子とその因

子を完全に分離することができず結果があいまいなもの

になったと考えられる．

　糸状菌はheterotrophicな生物であるからその存在

はまず有機物に左右されることは明らかであるが，GA一
　　　㈲
RRETTが土壊糸状菌と基質の生態学的な関係を体系ず

けるまで土壌菌類学者にはっきりとした認識がなかった

ように思われる．多くは分類学的な見地から土壌申の糸

状菌を分離，同定し，色々な因子との関係を明らかにし

ようと試みられていた．

　本報告においてもアカマツ林の有機物層全体としてみ

ると，これまでの結果と同じくいくつかの種類が普遍的

に分布し他の森林にみられるのとかわりはなかった．と

ころが有機物層を分解程度により層分けしてみると種類

構成にかなり再現性のある一つの傾向が見出される．こ

の有機物の分解程度の違い即ち有機物組成の違いという

重要な因子を見逃していたということが上述の混乱の一

因ともいえよう．それではなぜこれまで樹種を異にする

森林の間で糸状菌の種類構成の差が明らかにならなかっ
　　　　　　　　　　鯛）
たのか考えてみると，河田によって明らかにされたよう

に有機物組成を異にする落葉でもその分解過程は同じで

あるとすれば有機物層の糸状菌群をこれまでよく行なわ

れているように分解の進んだF～H層で比較するとほぼ

同じ種類構成がみられたといえよう　分解の進んでいな

いL層で比較すれば樹種間の差はより明らかになると思

われる．今後有機物の分解程度の違いという因子を考慮

して希釈平板法を用いるならば，この方法でもまだ多く

の微生物の現象を解明できるかもしれない．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　9個所のアカマツ林で有機物層をL，F，H層にわけ

希釈平板法によって糸状菌を分離した．

　／．菌数は表層に少なくF～H層で最も多かった．

　2．　肋加6〃〃刎功か，M〃60ブ閉刎α〃加α刎∫，C砂加一

Zo∫クor｛舳功．W1，τr肋o∂θ閉α扮肋が出現頻度，

数量とも最も多く，アカマツ林有機物層における糸状菌

群の特徴はみられなかった．

　3．糸状菌の垂直分布型による分類の妥当なことが明

らカ・になった．

　4．垂直分布型のI型，1肛型を有機物層における分布

のしかたによって細分し，I型をL型，L～F型に，皿

型をF型，F～H型，H型に分けた．

　5．垂直分布型の意義を考察した．
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Summary 

The distribution of rDicro-fungi in organic horizon of pine (Pinus densiflora) forests 

was examined by soil dilution plate method 

Samples were collected from nine localities (TABLE 1) . Organic horizon was divided 

into L, Fand H Iayers 

Numbers of fungus colonies are shown in TABLE 2. Total numbers 0L fungi are 
fewer in fresh litter layer than in more decomposed layers 

Frequency of isolation and maximum number of each fungus are shown in TABLE 

3. In general, the greater the frequency of isolation is, the greater the maximum 

number of any one fungus is. The most dominant fungi occur constantly in each layer 

but less dominant ones occur more frequently in some layer. Its tendency accords with 

the patterns of vertical distribution of micro-fungi 

The dominant fungi in Ao horizon are shown in TABLE 4. Except in several cases, 

the fungi such as Penicillium, Trichoderma, A4lucor ramannianus, Cephalosporium sp. Wl 

which are most frequently isolated from soil by dilution plate method are dominant 

In this respect the fungus flora of the forest soil seems to be cosmopolitan 

The patterns of vertical distribution of micro-fungi in Ao horizon of pine forest are 

summarized in TABLE 5. The fungi which belong to TYPE I are subdivided into two 

groups, i. e. TYPE L and TYPE L-F, the former is more dominant in upper part of L 

layer, and its vertical distribution is restricted, the latter is dominant in lower part of 

L Iayer and its distribution is wider than the former. The fungi which belong to TYPE 

II are subdivided into three groups, i. e. TYPE F, TYPE F-H, and TYPE H. The fungi 

of TYPE F and TYPE H are characteristically most dominant in each layer but ones 

of TYPE F-H distribute more widely 

These patterns of vertical distribution in Ao horizon seem to indicate some aspects 

of fungus succession in the decomposition of litter 


